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Fusion Analytics
は、迅速なインサイトを求めるOracle Cloud 
Applicationsのお客様にとって最適な選択肢で
す。Fusion Analyticsを活用することで、財務、
人事、調達、営業、マーケティングの各チームが、業
績に関する信頼できる単一のビューを中心に連携
し、より多くのデータを意思決定に活用できるように
なります。

第1章
はじめに

変革を成功させるには、緊密に連携した分析戦略が必要です。収益性
の向上、従業員の多様化、サプライチェーンの最適化、カスタマー・エクス
ペリエンスの向上など、分析が成功のカギであり、スピードが重要です。

調査によると、分析リーダーたちは、データに投資して日々の意思決定に
データを活用し、次なる展開を予測することで競争力を高めています。彼
らは、誰もがデータにアクセスしやすく、理解しやすく、効率的に利用でき
るようにすることに重点を置いています。

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略



すぐに使えるメトリックとダッシュボードのライブラリにより、迅速なコラボレーションを実現

パイプラインとデータ・モデルがあらかじめ構築された、オラクルが管理するデータ・プラットフォーム

ERP、HCM、SCM、CXのための20のユースケースをすぐに利用可能

Oracle Cloud Applicationsと連携した継続的なイノベーション

Fusion以外のデータでアプリケーションを拡張するためのクラウド・プラットフォーム

「すべてのOracle Cloud 
Applicationsのお客様は、Fusion 
Analyticsで分析を始めるべきだと
我々は考えています。」
—オラクル、エグゼクティブ・バイスプレジデント、TK Anand
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第1章
はじめに
Fusion Analyticsは、すべてのOracle Fusion Cloud Applicationsに
対してパーソナライズされたインサイトを提供するように設計された、SaaSアプ
リケーションです。
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意思決定にデータが必要で、迅速な導入が必要な場合には、Fusion 
Analyticsが役に立ちます。2,300を超えるメトリックと70のコネクテッド・
データ・モデルのライブラリを備えているため、明日からでもFusion 
Analyticsを起動できます。

迅速な
起動が可能

事前構築済みメトリック

Fusion
Analytics

SCM分析 CX分析

より多くの
データソース

で拡張

HCM分析ERP分析

1,034

309

681

681

第2章
すぐに使える
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• サプライヤー・リスクの管理

• 調達～支払プロセスの効率化

• プロジェクト・コストの監視

• 支払いパフォーマンスの向上

• 売掛金回収期間の改善

• トップ収益ドライバーの特定

Fusion ERP Analytics

• チームの有効性の分析

• 計画外欠勤の検証

• 多様性インジケータの追跡

• 報酬プランの比較

• 社内異動のモニタリング

• 従業員エンゲージメントの分析

Fusion HCM Analytics

• 需要動向の把握

• 受注から入金までのボトルネック
の発見

• コスト削減の機会の発見

• 調達の効率性の向上

• 在庫と需要の一致

• オーダー履行の評価

Fusion SCM Analytics

• 利益率と収益性の分析

• 獲得コストと生涯価値の比較

• ロイヤルカスタマー／更新／解約

• 予測可能な収益

• ホワイトスペース分析

• 製品別割引

Fusion CX Analytics

第2章
すぐに使える
すぐに使える24のユースケース

Fusion Analyticsは、財務、HR、サプライチェーン、営業、およびマーケティン
グの分野で使用できる24以上のユースケースを備えているため、迅速にスタート
できます。

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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Fusion Analyticsは、すべての主要なビジネス・プロセスにロールベース
のダッシュボードを提供します。共通のデータ・モデルと、以下の主要プロセ
スにマッピングされた数十のサブジェクト領域により、部門横断的な分析
の複雑さを軽減します。

レコードからレポートまで

調達から支払いまで 

計画から生産まで 

採用から退職まで 

リードから収益まで

第2章
すぐに使える
お客様のために作成されたダッシュボード

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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こちらをクリックすると、ERP、HCM、SCM、CXのための2,300以上の構築済みメトリックが表示されます。これらのメトリックは、以下のように70以
上の分析サブジェクト領域に分類されています。

ERP HCMSCMCX

第2章
すぐに使える
すべてのメトリックを簡単に調査

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略

https://oac-public.com/bi-security-login/login.jsp;jsessionid=HpMcV4phAviA1KF8fTZBVoZlTNobJcaqoQY2vK8GtoQrbDgtzTiA!1227734577?msi=false&mt=false&profileMust=true&redirect=L3VpL2R2L3VpL2hvbWUuanNwP2Fub255bW91cz10cnVlJnBhZ2VpZD12aXN1YWxBbmFseXplciZyZXBvcnRtb2RlPWZ1bGwmcmVwb3J0cGF0aD0lMkYlNDBDYXRhbG9nJTJGc2hhcmVkJTJGRXhhbXBsZXMlMkZGdXNpb24lMjBBbmFseXRpY3MlMjBDb250ZW50JTIwRXhwbG9yZXImaGFzaD14VGJTaVRiVmtCVTROeWx2R1U0aVM4c2RfWDhHeE4xd05jSDZnd2Z3X2U1TzBJOVNTdkVueUViUDZ1ZHVzX0hP
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第3章
コネクテッドかつ継続的

継続的なイノベーション: 変革への取り組みが進化するにつれ、分析ニーズも進化します。ユー
ザーは、より関連性の高いインサイト、新しいデータへの迅速なアクセス、新しいイノベーション、次を
予測するための優れたモデルなどを求めるようになります。Fusion Analyticsは、新しいメトリック
で継続的に更新され、データ・プラットフォームはOracle Cloud Applicationsにネイティブに接続
されています。インサイトに対する需要の高まりに対応するため、四半期ごとにリリースされる
Fusion Analyticsには、何百もの新しいメトリック、新しいプラットフォーム機能（自然言語、モバ
イル、ビジュアライゼーションなど）、新しいコネクター、既存のビジネス・コンテンツの改善が含まれて
います。

インサイトのコネクテッド・システム: アプリケーションと分析を同期させておくこと
は、オペレーション・インサイトに支障をきたさないために非常に重要で
す。Fusion AnalyticsはOracle Cloud Applicationsの新しいリリースごとに
認証を行っています。そのため、新しいデータが追加されたりスキーマが変更された
りしても、データは常に最新の状態に保たれます。元となるデータが変更されたとき
にコードを書き換える必要はありません。さらに、Oracle Cloud Applications
が、Fusion Analyticsとセキュリティ・フレームワークを共有するため、データの安
全性が保たれます。

継続的なイノベーションにより、インサイトとアプリケーションを連携

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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Fusion Analyticsの開始を始
めたのは2020年でした。それ以
来、13のリリースを発表し、メト
リック・ライブラリを拡張して、新
しいユースケースに対応してきま
した。

第3章
コネクテッドかつ継続的
新しいメトリック、新しいユースケース

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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Fusion Analyticsを支えるプラットフォーム
は、SaaSサブスクリプションに含まれているOracle 
Analytics Cloudです。これは、クラウド・ネイティブ
の分析プラットフォームであり、あらゆる場所のあらゆ
るデータを活用して高度な分析アプリケーションを構
築するために必要なすべての機能を提供します。

オラクルは、分析が万能テクノロジーではないことを
認識しています。多くのお客様は、Oracle Cloud
Applicationsとは無関係な、業界に特化したアプ
リケーションを構築する必要があります。そしてオラク
ルのお客様は、Oracle Analytics Cloudを使用
して、革新的でユニークなアプリケーションを数多く構
築されています。

第4章
プラットフォームのパワー
あらゆる場所のあらゆるデータを活用可能
な柔軟性

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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農業 消費財 通信/コミュニケーション エネルギー

• 精密農業
• 歩留分析 • 販売促進の評価 • ネットワーク分析

• ARPU分析
• 消費者からの要求
• 予知保全

金融 政府 医療・福祉 高等教育機関

• 融資比率
• 顧客の生涯価値

• 公衆衛生
• インフラストラクチャの老朽化分析

• 医療費請求の不正検知
• 病院の利用率と患者の流れ

• 入学者数の予測
• 生徒の成績向上

製造業 小売 輸送業 石油・ガス

• 保証分析
• 顧客セグメンテーション

• リバース・サプライチェーン・ロジ
スティクス

• 日々の店舗レポート

• クルーのスケジューリング
• ルート収益性

• 予知保全
• 掘削の最適化

小売業者によるサステナブルな調達

Oracle Analyticsは、ファッション製品に使用されているサステナブルな
素材の割合を追跡したり、顧客のニーズに合わせて生産を調整するた
めの需要予測に使用されています。

Yamamay（イタリア）

病院の待ち時間

Oracle Analyticsは、病院の待ち時間をモニタリングし、MLモデルを
適用して遅延の理由を特定したり、X線検査でAIを実行してリスクの
高い患者を優先させたりするために使用されています。

Hapvida Saude（ブラジル）

旅行・旅客運送業のロイヤルティ・マーケティング

Oracle Analyticsは、顧客の過去の行動に基づいてプロモー
ションや旅行の機会をターゲティングするなど、顧客の維持と拡大
を推進するために使用されています。

Classic Travel（スリランカ）

第4章
プラットフォームのパワー
Oracle Analytics Cloudの高度な分析のユースケース

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略



より説得力のあるストーリーを語るためのデータ可視化

関連するインサイトを自動配信し、常に接続を維持できる、モバイル・エ
クスペリエンス

隠れたパターンを発見するためのコード不要の予測モデルを構築する組み込
みの機械学習 

35以上のすぐに使えるネイティブ・コネクタを使用したオープンデータソース
接続

セルフサービスのデータフローを使用して、データの取り込み、修復、拡
張、結合を行うデータ準備とデータ強化

一貫性のある定義を定め、すべてのデータを保護する、企業向けセマンティッ
ク・モデリング・ツール

オンプレミスでもクラウドでも、柔軟な導入が可能

13

Oracle Analytics Cloudは、部分的な代替製
品とは異なり、すべての分析プロセスを単一のクラ
ウド・サービスに結び付けます。

第4章
プラットフォームのパワー

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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Fusion Analytics
すぐに使える

Oracle Analytics Cloud
柔軟な構築

可視化

メトリック

セマンティック・モデル

データ・プラットフォーム

データ取り込み

デプロイメント

事前構築済みのロールベースのダッシュボード

2,000以上のすぐに使える機能

ERP、HCM、SCM、CXの
76のサブジェクト領域

Autonomous Data Warehouse
のための自動スケーリングと最適化

Oracle Cloud Applicationsの
ための自動データ・パイプライン

Oracle Cloud Infrastructure
上に事前構成されたSaaSサービス

すぐに使える50以上のタイプ

自分でデザインし、公開できる

カスタム・アプリケーションを構築するため
のデータ仮想化ツール

複数のデータ管理
システムをサポート

多数のデータソース用コネクタ

サードパーティのクラウドまたはお客様のデータセ
ンターでホストできるOracle Cloud Service

ビジネス担当者と開発者の両方に対応
第5章
両方のメリットを提供
複数の異なるメリットを享受するために、妥協は必要はありません。オラクルを活
用すると、ビジネス担当者はFusion Analyticsのイノベーションが提供するス
ピードとすぐに使えるSaaSアプリケーションのメリットを享受でき、開発者は
Oracle Analytics Cloudのパワーを活用して分析アプリケーションを構築で
きます。
ビジネス担当者と開発者の両方が成功するためには、6つの重要な機能が必
要です。そしてオラクルは、両者にとって最適なソリューションを提供しています。
その6つの機能とは、以下になります。

• 可視化 – Fusion AnalyticsとOracle Analytics Cloudはどちらも、ビジネス
担当者がデータから得られたインサイトを効果的に伝えられるようにする革新的な
方法を提供します。

•

•

メトリック  – Fusion Analyticsには事前構築されたメトリックが用意されてお
り、Oracle Analytics Cloudには独自のメトリックを設計するための機能が用
意されています。
セマンティック・モデル  – どちらも、Fusion Analyticsにあらかじめ組み込まれて
いるサブジェクト領域を使用したり、独自のサブジェクト領域を構築することができ
ます。

• データ・プラットフォーム  – Fusion AnalyticsはOracle Autonomous Data
Warehouse向けに最適化されています。一方、Oracle Analytics Cloudは、
非オラクルのデータ管理システムにも柔軟に対応します。

• データ取り込み  – オラクルは、Oracle Cloud ApplicationsとOracle
Analytics Cloudのためのすべてのデータ・パイプラインを自動化するとともに、多
数のデータ・ソースとサードパーティ・アプリケーションのためのコネクタを提供します。

• デプロイメント– Fusion AnalyticsはOracle Cloud Infrastructure上に事
前構成されているのに対し、Oracle Analytics CloudはオンプレミスやOracle
Cloud Infrastructureに導入できるほか、サードパーティのクラウドでもホストで
きます。

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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第6章
結論
Fusion Analyticsは、設定済みですぐに使用できるため、分析を始めるのに最適な環境です。カスタムソリューションは開発コストが高く、保守、改善、Oracle Cloud Applicationsとの接
続が複雑です。以下に、事前構築済みのSaaSアプリケーションを購入する方が自社で構築するよりも良い9つの理由をご紹介します。

Fusion 
Analytics
を選ぶ理由

その理由は、

1 2
新しいクラウド・アプリケーション
がリリースされても、オラクルが
お客様に代わりテストや再テス
トを行うため、分析を継続でき
る

Oracle Cloud 
Applicationsとの継続的な
接続を維持できるクラウドネイ
ティブなデータ・プラットフォーム

3 4 5
オラクル以外のデータでも拡
張可能で、データを複製す
る必要がない

Salesforce、SAPなどの
外部データを統合するため
の、データ拡張ツールと高度
な分析クラウド・プラット
フォーム

6

すぐに使えるベストプラクティ
スを備えているため、メトリッ
クを定義、開発、強化する
必要がない

すぐに使える2,300以上の
KPI、メトリック、ダッシュボー
ド、レポート

Oracle Cloud 
Applicationsのユーザーお
よびジョブ・ロールを継承する
ため、セキュリティ・プロファイ
ルを個別に管理する必要が
ない

Oracle Cloud 
Applicationsと同期した
ロールベースのセキュリティ

7
部門横断的な分析にあり
がちなデータの重複と複製
を排除し、パフォーマンスに
関する単一のビューを提供

70以上の部門のサブジェク
ト領域をつなぐ単一の共有
データ・モデル

8

お客様に代わり、データの
接続、データ・モデルのメン
テナンス、パフォーマンスの
チューニングをオラクルが担
当

ハイパフォーマンスで事前構
築済みのデータ・モデル

コードを書いたり保守したり
する必要がない。オラクルが
エンドツーエンドのデータプロ
セスを自動化し、管理する
ため、お客様はその手間か
ら解放される

Oracle Cloud 
Applications向けに事前
構築されたETLと自動化さ
れたデータ・パイプライン

9

カスタムスキーマやカスタム
ETLの設計、構築、保守
が不要

使いやすい設定ツールによ
る迅速な実装

マニュアル操作の必要がな
い。Fusion Analytics
は、Oracle Cloudアプリ
ケーションのデータ量の増加
に合わせて自動拡張可能

拡張性に優れたSaaSの
分析アプリケーション

Fusion 
Analytics
を選ぶ理由

その理由は、

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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オラクルとつながる

Oracle Analytics Leadersプログラムに参加すると、ピアから学んだり、ベスト
プラクティスや自社の成功をシェアしたり、オラクル製品の開発に寄与したりするこ
とができます。

Cloud Customer Connectに参加すると、エキスパートに会ったり、製品のアイ
デアを共有したり、質問をしたり、コミュニティと関わったりすることができます。

分析に関するオラクルACEブログを読んで、製品について詳しく学びましょう。

Analytics and Data Oracle User Communityなどのユーザー・グループ
に参加しましょう。

LinkedInでOracle Analyticsをフォローしましょう。

Oracle Cloud Applications        のための分析戦略
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https://apexapps.oracle.com/pls/apex/ace_program/r/oracle-aces/home
https://andouc.org/
http://linkedin.com/company/oracle
https://www.linkedin.com/showcase/oracle-analytics/
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Oracle Analyticsの製品戦略担当バイスプレジデント、Rich 
Claytonは、オラクルの分析製品のグローバル導入を担当しています。
データに情熱を持っており、分析で成功する方法についてお客様にガイ
ダンスを提供しています。また彼は、分析、機械学習、人工知能の将
来について、世界中の分析フォーラムで講演を行っています。

テクノロジー業界に入る前は、さまざまなコーポレート・ファイナンスの職務
を経験し、シカゴのMcGladeryで公認会計士を務めました。彼は、オレ
ゴン大学で分析について教鞭をとり、カリフォルニア州立工科大学の分
析プログラムの理事長を務めています。また、アイオワ州初のBusiness 
Analytics MBAプログラムの開発を主導しました。彼は、Loras 
Collegeで会計学の学士号を取得後、シカゴ大学のExecutive 
Leadershipプログラムに参加しました。

共著者
Emily Cikovsky, Duncan Fitter, Joey Fitts, Gabby Rubin, Stefan Schmitz, 

Madeleine Groeger-Wilson

著者について

Rich Clayton

Oracle Analytics製品戦略担当
バイスプレジデント

Oracle Cloud Applications          のための分析戦略
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